
2024年2月 5日
（2022年 4月～2023年 3月）

有限会社きたむら運送



・省資源

　　　④ 効果的な収集運搬ルートの推進

　　　⑤ 年に１品ずつグリーン商品購入

■環境経営方針

　  １. 基本理念

有限会社きたむら運送は、『子供達へ美しい地球を繋げたい』を企業理念として
掲げ、社員一同が真摯に環境保全に取り組み、廃棄物処理業務を通じて社会
貢献を目指しています。

(３ ) 車輌、機械設備の適正管理に努め、環境への影響を低減する対策を講じ
る。

(４ ) 運転者はエコドライブを励行する（急発進・急ブレーキ・急加速をしない。適
正速度の遵守。アイドリングストップの励行）

(５ ) 全ての事業所において環境への影響を考慮し、以下の項目について環境
負荷の低減に努める。

　　　① 二酸化炭素排出量の削減

・省エネルギー

　  ２. 行動方針

　　　② 事業所ごみ排出量の削減

　　　③ 排水量の削減

　　　⑥ 環境教育の推進

（6） 環境啓発活動と環境改善の取り組みを継続的に行う。

       ① 従業員にこの環境経営方針を周知するとともに、社外へ公表する。

       ② 環境活動レポートを公表し、社内外に対して情報の提供を行う。

当社は関連企業と協力し、特に生ごみのリサイクルを中心として、以下の環境活
動に取り組んでいきます。

(１) 環境負荷を特定し、事業内容に則した環境目標を設け、定期的に見直しを
行い、継続的な環境経営システムの改善に努める。

（２） 事業活動に関わるあらゆる法規制を遵守する。

制定　２００８　年　８　月　２０　日

改訂　２０２１　年　４　月　　１　日

有限会社　　きたむら運送
代表取締役　　海野尾　武志



事　業　の　概　要
１.　事業者名
有限会社　きたむら運送
代表取締役　海野尾　武志

２.　所在地
本社 　　  　    所在地 ： 愛媛県今治市喜田村５丁目１５番１号
桜井営業所　　所在地 ： 愛媛県今治市郷桜井２丁目８番２５号

３.　環境管理責任者及び担当者連絡先
責 任 者      ： 海 野 尾  武 志
副 責 任 者  ： 武 部  透
担 当 者      ： 森 川　美雪
ＴＥＬ：０８９８－４８－５７８９
ＦＡＸ：０８９８－４８－８１４２
URL:kitamura@kkd.biglobe.ne.jp

４.　事業内容
一般廃棄物収集運搬業、産業廃棄物収集運搬業、特別管理産業廃棄物収集運搬業、産業廃棄物処分業(中間処理)

5.　事業規模

6.　法人設立年月日　　昭和49年6月25日

7.　資本金　　1,200万円

8.　組織図　　添付書類①参照

9.　許可の内容

35

一般廃棄物収集運搬量 ｔ 4,561.87

産業廃棄物収集運搬量 ｔ 5,134.00

産業廃棄物中間処理量 ｔ

活動規模 単位 令和4年度

161.89

許可の有効期限

産業廃棄物収集運搬(愛媛県)

3811005439 平成30年8月29日 令和5年7月10日

（産業廃棄物の種類）
燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ、廃プラスチック類、紙くず、木くず、動植
物性残さ、金属くず、「ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず」、がれき類、動
物のふん尿、ばいじん、動物系固形不要物　以上15種類

（積替え又は保管）
廃プラスチック類、紙くず、金属くず、「ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器く
ず」　以上4種類

床面積 ㎡ 368

許可番号 許可の年月日

売上高 百万円 445

従業員数 人

特別管理産業廃棄物収集運搬(愛媛
県)

3851005439 平成30年8月29日 令和5年7月15日

感染性産業廃棄物、廃油と汚泥は有害なものに限る　以上3種類

一般廃棄物収集運搬(今治市)

第３号 令和4年4月1日 令和6年3月31日

一般ごみ（燃やせるごみ、燃やせないごみ、粗大ごみ、資源ごみ）

産業廃棄物中間処理(愛媛県)

3821005439 令和2年3月18日 令和7年1月16日

　　　　　　　　　　　減容処分：廃プラスチック類
　　　　　　　　　　　圧縮処分：廃プラスチック類、金属くず

file:///D:/kitamura@kkd.biglobe.ne.jp


10.施設等の状況

運搬車輌

保管施設（桜井営業所）
面積…9.6㎡
保管上限量…6.03㎥

処理施設（桜井営業所）
発泡スチロール減容機　ハイメルター（RE-E502）
処理能力   50ｋｇ/ｈ

縦型圧縮梱包機　型式HDX-50
処理能力　483㎏/ｈ　（金属類）
　　　　　 　　481㎏/ｈ　（廃プラスチック類）

面積…24㎡
保管数量…6.0㎥

11.処理実績　　      添付書類②参照

12.処理工程図　　    添付書類③参照

□認証・登録の対象組織・活動　（全組織・全活動を対象とする）

・認証登録範囲　：　有限会社　きたむら運送
本社          　 所在地：愛媛県今治市喜田村５丁目１５番１号
桜井営業所    所在地：愛媛県今治市郷桜井２丁目８番２５号

・事業活動         ：　一般廃棄物収集運搬業、産業廃棄物収集運搬業、特別管理産業廃棄物収集運搬業
            産業廃棄物処分業(中間処理)

・環境経営レポートの対象期間　　　　2022年4月 ～ 2023年3月

5台

コンテナ専用車 4台

キャブオーバ 6台

塵芥車（パッカー車） 12台

パワプロ（清掃車）

バン 2台

ダンプ 2台

積替保管施設（桜井営業所）



≪環境組織図≫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　添付書類①

代表取締役社長
（環境管理責任者）

事務局

統括本部長
（環境管理副責任者）

現　場　主　任

事務係
喜田村本社

桜井営業所

・環境負荷の自己チェック及び、環境への取り組みの自己チェックの実施

・決められたことを守り、自主的、積極的に環境活動へ参加

・環境経営レポートの確認

・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・環境活動の実績集計

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成

・環境活動の取り組み結果を代表者に報告

・環境関連法規等取りまとめ表を承認

・環境経営目標、環境経営計画書を確認

代表取締役
（環境管理責任者）

・環境経営方針の策定、見直し

・環境経営レポートを承認

役割・責任・権限

・代表者による全体の評価と見直し、指示

・環境経営目標、環境経営計画書を承認

・環境経営に関する統括責任

・環境経営システムの実地に必要な、人、設備、費用、時間を準備

・環境管理責任者を任命

事務局

全社員

・環境経営システムの構築、実施、管理

統括本部長
（環境管理副責任者）

・環境管理責任者の補佐

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口



混載

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

≪受託した産業廃棄物の処理量≫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　添付書類②

　　　　　≪2022年4月～2023年3月　　一般廃棄物収集運搬量　 　4,561.87　ｔ≫

処理方法等 廃棄物等種類 処分方法等 処理量（ｔ）

収　集　運　搬

動植物性残さ 2505.38

金属類 39.52

ガラスくず、コンクリートく
ず及び陶磁器くず

37.84

木くず 27.31

廃酸 2.01

廃プラスチック 185.22

ペットボトル 1.12

汚泥 1490.15

紙くず 0.10

廃プラスチック 減容・圧縮 161.09

中　間　処　理 金属類 圧縮・金属類分別 0.60

電池・蛍光灯 7.75

感染性廃棄物
（特別管理産業廃棄物）

52.84

収 集 運 搬 量 合 計 5,134.00

784.78

混載 圧縮・金属類分別 0.20

廃プラスチック 減容・圧縮 60.09

金属類 金属類分別 0.60

最 終 処 分 量 合 計 0.0

再　資　源　化　等　量　小　計 60.69

中 間 処 理 合 計 161.89

最　終　処　分

うち
再資源化量

中間処理後の
産業廃棄物

101.2

中間処理
（再資源化等）

最終処分

廃プラスチック 安定型埋立（委託） 101

混載 管理型埋立（委託） 0.2

小　計

0.00

101.20中　間　処　理　後　処　分　量

　小　計

　令和4年度　　2022年（　2022年　4月　～　2023年　3月　）



環境経営目標（2022年度～2024年度）
　　　　　　2021年度を基準値として、3年間で環境負荷を2％削減する。

2021年度

（2021年4月～

　2022年3月)

（基準値）

百万円（円／年） 431

総量(㎏-CO₂)/年 443,056

売上高当たり(㎏-CO₂)/百万円 1,027.972

（＊１） 削減率（％） －

kWh／年 51,960

総量(㎏-CO₂)/年 29,825

ＣＯ₂ 売上高当たり(㎏-CO₂)/百万円 69.200

kℓ／年 9.577

内 総量(㎏-CO₂)/年 22,218

訳 売上高当たり(㎏-CO₂)/百万円 51.550

kℓ／年 150.644

総量(㎏-CO₂)/年 388,661

売上高当たり(㎏-CO₂)/百万円 901.766

総量（Kg／年） 510.000

売上高当たり(Kg)/百万円 1.183

削減率（％） －

総量（㎥／年） 702.000

売上高当たり(㎥)/百万円 1.629

（＊2） 削減率（％） －

軽油使用量（kℓ／年） 150.644

売上高当たり(kℓ)/百万円 0.350

削減率（％） －

毎年11品以上 11

＊化学物質の使用はありません。

　   上記の目標のほか、以下の取り組みを推進する。

　　　　 　　　　       6.環境教育の推進

　　　　 　　　　       7.車両買い換えの際はエコカーを購入

　　　　
　　　　

（目標） （目標） （目標）

－ － －

2022年度 2023年度 2024年度

（2022年4月～ （2023年4月～ （2024年4月～

　2023年3月) 　2024年3月) 2025年3月）

売　上　高

－

－

ガソリン

－ － －

－ － －

51.034 50.777 50.519

軽　油

－ － －

－ － －

892.749

－ － －

1,017.693 1,012.553 1,007.413

－ －

68.508 68.162 67.816

1.0 1.5 2.0

－ －

0.344 0.343

1.0 1.5 2.0

888.240 883.731

－ － －

1.171 1.166 1.160

1.0 1.5 2.0

①ＣＯ₂排出量

電　力

2.廃棄物排出量

3.総排水量

4.効率的な収集運搬ルート

5.グリーン購入

（＊1）電力排出係数は令和2年度実績四国電力調整後　0.574kg‐CO2/kWhを使用　　（＊2）総排水量＝給水

11 11 12

1.604 1.596

1.0 1.5 2.0

－ － －

0.346

－ － －

1.612



　

環境経営目標の実績

評価

百万円（円／年） －

総量（㎏-CO₂）／年 －

売上高当たり(㎏-CO₂)/百万
円 〇

（＊１） 削減率（％） 〇

kWh／年 －

電　力 総量（㎏-CO₂）／年 －

ＣＯ₂
売上高当たり(㎏-CO₂)/百万
円 ×

kℓ／年 －

内 ガソリン 総量（㎏-CO₂）／年 －

訳 売上高当たり(㎏-CO₂)/百万
円 ×

kℓ／年 －

軽　油 総量（㎏-CO₂）／年 －

売上高当たり(㎏-CO₂)/百万
円 〇

総量（Kg／年） －

売上高当たり（Kg）／百万円 〇

削減率（％）

総量（㎥／年） －

売上高当たり（㎥）／百万円 〇

（＊2） 削減率（％） 〇

軽油使用量（kℓ／年） －

売上高当たり（kℓ）／百万円 〇

削減率（％） 〇

毎年1品増加 〇

（＊1）電力排出係数は令和2年度四国電力調整後　0.574kg‐CO2/kWhを使用　　（＊2）総排水量＝給水 ○：達成
×：未達

　　上記の目標のほか、以下の推進目標 を設定する。
実施結果 評価

車両購入について、エコモードのある車両を購入した。

443,056 － 425,804

①ＣＯ₂排出量 1,027.972 1,017.693 956.863

（基準値） （目標） （実績）

売　上　高 431 － 445

2021年
(2021年4月～
2022年3月）

  2022年　(2022年4月～2023年3月)

29,825 － 30,537

69.200 68.508 68.622

－ 1.0 6.9

51,960 － 53,200

51.550 51.034 57.339

150.644 － 142.474

9.577 － 10.998

22,218 － 25,516

510 － 510

②廃棄物排出量 1.183 1.171 1.146

388,661 － 367,583

901.766 892.749 826.030

③総排水量 1.629 1.612 1.508

－ 1.0 7.4

－ 1.0 2.1

702.000 － 671.00

⑤グリーン購入 11 11 12

目　的

④効率的な収集運搬ルート

150.644 － 142.474

0.350 0.346 0.320

－ 1.0 8.4

⑥環境教育の推進 〇

⑦車両買い換えの際
はエコカーを購入

〇

参加者がよく理解し、実践できるように環境教育に取り組んだ。



評価に対するコメント

評価に対するコメント

回収ルートの効率化で軽油については削減できたが、業容拡大のため、電気使用量と
ガソリンについての二酸化炭素の排出量の削減には至らなかった。

ゴミの分別と資源化を心掛けてたが、尚改善の余地が残った。

各担当者が洗車の際に節水の意識を持ったため、削減目標を達成することが出来た。

環境教育の推進

車両買い換えの際は
エコカーを購入

総排水量の削減

効果的な収集運搬
ルートの推進

年に１品ずつグリーン
商品購入を増やす

関連会社との業務の連携に伴い、業務範囲が拡大したが、効率的な回収ルートと運搬
回数により、軽油等ＣＯ２削減効果はあった。

消耗品購入に際してグリーン商品であることを優先した結果、目標を達成することがで
きた。

エコアクション21の取り組みについて、各自具体的に何が出来るかについて環境教育
を実施した。

当年度車両買い替えについて、エコの観点を重視して購入した。

目的

二酸化炭素の削減

廃棄物排出量の削減



環境経営計画

環境管理副責任者

３.排水量の削減
（基準値の1.0％削減）

年２回メーターを確認して水漏れ箇所がないかを調べる

事業所全体で節電を心掛け、無駄な燃料消費をしない

運転者はエコドライブを心掛ける
（適正速度を守り、急発進・急ブレーキ・急加速をしない)

アイドリングストップや積載量に留意し、燃料消費を軽減する

パッカー車の回転盤の回数を減らす

道路の渋滞情報、出発時間、目的地までの距離等を考慮し、効率的
な運行計画を実施する

不要な荷物は積まない・過積載をしない

２.廃棄物排出量の削減
（基準値の1.0％削減）

５.グリーン商品購入

社長

社長

事務用品を購入する前に備品の在庫を確認してから購入する

６.環境教育の推進

使用しない照明はこまめに消灯し、パソコン及びコピー機は待機電
力にする

コピー前に必要枚数を確認するなど、無駄な印刷を防止する

事務局

事務局

環境管理副責任者

環境管理副責任者

活　動　計　画2022年度目標 責任者

②電気使用量の削減 事務局

１.ＣＯ₂排出量の削減
（基準値の1.0％削減）

社長

①ガソリン・軽油
　　　使用量の削減

環境管理副責任者

７.車両買い換えの際は
エコカーを購入

事務所にて使用した紙類のリサイクルを実施する

社内用文書は裏紙コピーを利用する

印刷ミスをした用紙はメモ用紙として再利用する

外部からの持込みで発生する不要物は原則各自が持ち帰る

ごみ分別を徹底する

照明及び電気機器は交換時に省エネタイプを購入していく

室内空調は、業務に支障のない範囲で適切な温度設定を行う

雑紙のリサイクルを徹底する

日常作業内での節水を常に呼びかける

蛇口のゆるみ（パッキンの摩耗など）、漏水などに気付いたら早急
に修理を行う

カーエアコンの設定温度は適切に保ち、こまめに調整する

月１回タイヤの空気圧の点検を実施する

空調機器のフィルター及び照明・電力機器は定期的に清掃を行い、
電力効率を良くしておく

効率的な洗車を行う

定期的にルートの見直しを行い、効率的に業務を遂行する

ただグリーンマーク商品を購入するのみでなく、コストと環境への
配慮を両立する形での導入を目指す。

環境教育を年２回実施する

緊急事態対応訓練を年１回以上実施する
（地震、台風、火災、交通事故）

車両買い換え時には、燃費や排ガスレベルの良い車種を優先的に購
入する

金属類及び廃プラの中間処分で、作業の効率化、時間帯の配慮な
ど、適切な作業を実施する

４.効果的な収集運搬
ルートの推進

８.適切な処分
　（中間処理）



≪環境活動の取組計画の内容と評価≫　　　

目標以上：◎　目標通り：○　目標以下：△

評価

〇

◎

◎

◎

△

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

不要な荷物は積まない・過積載をしない

カーエアコンの設定温度は適切に保ち、こまめに調整
する

月１回タイヤの空気圧の点検を実施する

再利用の実施により、紙類の廃棄量を減らすこ
とが出来た。

購入前に在庫確認を徹底することで、不要な備
品の購入を避けることができた。

分別を徹底することにより、資源の再利用を行
うことができた。

紙資源の再利用をすることができた。

裏紙を利用することにより、紙の使用量を削減
することが出来た。

無駄な印刷を軽減することにより、紙の使用量
を削減することができた。

紙資源を有効に再利用することができた。

各自が不要物を持ち帰り、ごみの発生量を削減
することができた。

節電について、異常気象等でエアコン等電気の
消費が増加しており改善の余地がある。

各担当者に注意喚起し、乗降りの際不要なもの
の片付けを実施した。

定期的に窓を開け、空気の入れ換え実施し、当
日の気温に応じこまめに温度調整をした。

定期的にタイヤの空気圧を点検をしている。

各自が適正速度を遵守し、安全運転を心掛け
た。

早朝等は特にアイドリングストップに心掛けお
り、過積載にも留意して業務を遂行できた。

運転手が無駄に回転盤を回転させないよう意識
して取り組めた。

定期的にルートの見直しを実施し、効率化を
図っているののの、最適化に向けて改善の余地
はある。

コ　メ　ン　ト

道路の渋滞情報、出発時間、目的地までの距離等を考
慮し、効率的な運行計画を実施する

②電気使用量の削
減

事業所全体で節電を心掛け、無駄な燃料消費をしない

運転者はエコドライブを心掛ける
（適正速度を守り、急発進・急ブレーキ・急加速をし
ない)

アイドリングストップや積載量に留意し、燃料消費を
軽減する

2022年度目標 活　動　計　画

1.ＣＯ₂排出量の削
減（基準値の1.0％
削減）

①ガソリン・軽油使
用量の削減

パッカー車の回転盤の回数を減らす

照明及び電気機器は交換時に省エネタイプを購入して
いく

室内空調は、業務に支障のない範囲で適切な温度設定
を行う

事務用品を購入する前に備品の在庫を確認してから購
入する

事務所にて使用した紙類のリサイクルを実施する

社内用文書は裏紙コピーを利用する

コピー前に必要枚数を確認するなど、無駄な印刷を防
止する

印刷ミスをした用紙はメモ用紙として再利用する

外部からの持込みで発生する不要物は原則各自が持ち
帰る

ごみ分別を徹底する

雑紙のリサイクルを徹底する

エアコンをエコモードにする等適切な空調管理
を徹底し、節電に努めることができた。

LEDへの移行が進んでいるため交換機会は少ない
ものの、LEDや省エネタイプの購入を推進した。

定期的な清掃に加え、業者による清掃を実施し
たことにより電力効率を良くすることができ
た。

使用しない照明はこまめに消灯し、消費電力を
軽減することができた。

空調機器のフィルター及び照明・電力機器は定期的に
清掃を行い、電力効率を良くしておく

使用しない照明はこまめに消灯し、パソコン及びコ
ピー機は待機電力にする

2.廃棄物排出量の削
減（基準値の1.0％

削減）



◎

◎

◎

◎

△

◎

◎

◎

◎

〇

定期的にメーターを確認し、水漏れに対して早
急に対応できる体制を整えた。

声掛けにより、従業員の節水に対する意識が高
まった。

定期的に点検をすることで、蛇口のゆるみなど
に早急に対応することができた。3.排水量の削減

（基準値の1.0％削
減）

5.グリーン
商品購入

蛇口のゆるみ（パッキンの摩耗など）、漏水などに気
付いたら早急に修理を行う

年2回メーターを確認して水漏れ箇所がないかを調べ
る

効率的な洗車を行う

定期的にルートの見直しを行い、効率的に業務を遂行
する

緊急事態対応訓練を年１回以上実施する
（地震、台風、火災、交通事故）

車両買い換え時には、燃費や排ガスレベルの良い車種
を優先的に購入する

定期的に収集運搬ルートを見直しているが、業
務範囲の拡大等でコスト増加している。今後、
運行システム導入等で効率化に向けた対策を実
施予定。

日常作業内での節水を常に呼びかける

事務用品以外の消耗品でグリーン商品を取り入
れ、コストと環境への配慮を両立した上で目標
を達成することができた。

エコアクション21への取り組みを通じて、全社
員について環境教育を実施した。

今回は業務上特に注意が必要な火災事故の訓練
を実施し、対応の再確認を行うことが出来た。

車両購入時に、エコに留意し燃費や排ガスレベ
ルに考慮して購入を行った。車両の購入機会は
少ないものの、今後も継続する。

洗車方法を見直し、溜め水を利用するなど全員
で節水に取り組むことができた。

ただグリーンマーク商品を購入するのみでなく、コス
トと環境への配慮を両立する形での導入を目指す。

環境教育を年２回実施する

金属類及び廃プラの中間処分で、作業の効率化、時間
帯の配慮など、適切な作業を実施する

まとめて作業を行い、朝早くの稼働を避ける等
周辺環境に配慮した。今後も継続する。

6.環境教育の推進

7.車両買い換えの
際はエコカーの購
入

4.効果的な収集運
搬ルートの推進

8.適切な処分
　（中間処理）



次年度の環境経営計画

４.効果的な収集運搬
ルートの推進

７.適切な処分
　（中間処理）

環境管理副責任者

環境管理副責任者

２.廃棄物排出量の削減
（基準値の1.5％削減） 事務局

道路の渋滞情報、出発時間、目的地までの距離等を考慮し、効率的
な運行計画を実施する

不要な荷物は積まない・過積載をしない

カーエアコンの設定温度は適切に保ち、こまめに調整する

月１回タイヤの空気圧の点検を実施する

空調機器のフィルター及び照明・電力機器は定期的に清掃を行い、
電力効率を良くしておく

使用しない照明はこまめに消灯し、パソコン及びコピー機は待機電
力にする

照明及び電気機器は交換時に省エネタイプを購入していく

室内空調は、業務に支障のない範囲で適切な温度設定を行う

事務用品を購入する前に備品の在庫を確認してから購入する

事務所にて使用した紙類のリサイクルを実施する

社内用文書は裏紙コピーを利用する

コピー前に必要枚数を確認するなど、無駄な印刷を防止する

印刷ミスをした用紙はメモ用紙として再利用する

３.排水量の削減
（基準値の1.5％削減）

環境管理副責任者

効率的な洗車を行う

環境教育を年２回実施する

緊急事態対応訓練を年１回以上実施する
（地震、台風、火災、交通事故）

2023年度目標 責任者

②電気使用量の削減 事務局

１.ＣＯ₂排出量の削減
（基準値の1.5％削減）

社長

①ガソリン・軽油
　使用量の削減

環境管理副責任者

パッカー車の回転盤の回数を減らす

６.車両購入の際はエコ
カーを購入

社長
車両購入時には、燃費や排ガスレベルの良い車種を優先的に購入す
る

作業時間や、作業時間帯について近隣への配慮をして実施する。

５.環境教育の推進

定期的にルートの見直しを行い、効率的に業務を遂行する

日常作業内での節水を常に呼びかける

ただグリーンマーク商品を購入するのみでなく、コストと環境への
配慮を両立する形での導入を目指す

事務局8.グリーン商品購入

ごみ分別を徹底する

社長

事業所全体で節電を心掛け、燃料消費を低減させる

運転者はエコドライブを心掛ける
（適正速度を守り、急発進・急ブレーキ・急加速をしない)

アイドリングストップや積載量に留意し、燃料消費を軽減する

年２回メーターを確認して水漏れ箇所がないかを調べる

蛇口のゆるみ（パッキンの摩耗など）、漏水などに気付いたら早急
に修理を行う

外部からの持込みで発生する不要物は原則各自が持ち帰る

雑紙のリサイクルを徹底する

活　動　計　画



産業廃棄物収集運搬

遵守
特別管理産業廃棄物収集運搬

一般廃棄物収集運搬

産業廃棄物中間処理施設

当社への適用項目・適用施設 遵守評価
≪環境関連法規制等の遵守状況≫

法律・条例等

廃棄物処理法

≪代表者による全体の評価と見直し・指示≫
年度の環境経営目標について、ＣＯ２排出量、軽油、水、効率的な運搬ルート、グリーン購入が達成
となった。（環境教育とエコカー更新の推進目標を除く）前年度から達成項目が増加、環境意識の徹
底が反映されたものと判断している。一方、電気量の増加についてはグループ会社との取り引き拡
大、電気機器を使う作業を伴う、発泡スチロールの処理や事事務時間等の増加が原因。環境負荷に関
する数値を念頭の置きながら、環境への配慮しつつ効率的な経営を実施して行きたい。環境教育と訓
練の実施と日々の業務の中でお互いに、従業員一人一人が環境に配慮しながら業務を行うことを意識
づけることが出来たと考えているが、今後の環境経営方針と実施体制に関しては今まで通り継続して
実施する方針である。次年度の環境経営目標は、中・長期目標の2023年度の目標に取り組む。環境経
営計画は継続する。

対象となる家電製品の廃棄 遵守

使用済小型電子機器等の再資源化を促進 遵守

事業活動全般 遵守

自動車・トラック 遵守

事業活動全般 遵守

道路運送車両法

家電リサイクル法

小型家電リサイクル法

フロン排出抑制法

グリーン購入法

愛媛県環境基本条例

今治市環境基本条例

労働安全衛生法

事業活動全般 遵守

・当社の事業活動に該当する環境関連法規制等の遵守状況の定期評価の結果、環境法規制等の逸脱は
ありませんでした。
・また、過去3年間にわたって、関係機関等から違反について特に指摘等はなく、同様に訴訟等もあり
ませんでした。

対象機器引取り時 遵守

自動車・トラック・事務所備品 遵守



≪廃棄物処理工程図≫　　　　　　　    　　　　　　　　　　添付書類③

＜廃棄物種類＞

不　燃　ご　み 今治クリーンセンター 破　　砕

廃プラスチック類（ペットボトル） リサイクルセンター 資源化

（注）罫線部分は当社または関連子会社で処理したもの

＜処理先＞ ＜処理方法＞

可　燃　ご　み 今治クリーンセンター 焼　　却

発酵・資源化
(堆肥)

紙　　類 (有)きたむら 資　源　化

粗大ごみ（当社で分別） 今治クリーンセンター
破砕・焼却

資源化

発泡スチロール (有)きたむら運送
減容化・資源化

(輸出)

店　頭　回　収
リサイクルセンター 資　源　化

（牛乳パック・缶・ペットボトル）

廃　　油 油脂処理会社 資　源　化

空カン類・空ビン類 リサイクルセンター 資　源　化

金属くず (有)きたむら運送 圧縮・資源化

感染性産業廃棄物 産廃処理会社 滅菌・圧縮

段　ボ　ー　ル (有)きたむら 資　源　化

廃プラスチック類 (有)きたむら運送 圧縮・資源化

電　池・蛍光灯 （株）こっこー 破砕・埋立

魚アラ・牛脂 愛媛有機農園(有)


